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労
働
者
を
踏
み
つ
け

内
部
留
保
８
年
連
続
増

搾
取
強
化
が
格
差
を
広
げ
る
企
業
の
罪
は
重
い

ヤ
ッ
タ
ー
！
大
阪
市
民
は
ま
と

も
な
選
択
を
し
た
。
素
晴
ら
し
い
。

大
阪
維
新
の
引
き
回
し
も
ひ
ど
い

が
、
よ
り
恥
ず
か
し
い
の
は
公
明

の
節
操
の
な
さ
。
衆
院
選
で
報
い

を
受
け
れ
ば
い
い
さ
！

Ｔ
Ｂ
Ｓ
は
住
民
の
意
思
を
否
定

す
る
の
か
？
２
日
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
朝

の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
は
、
ひ
ど
い
。

橋
下
を
出
し
て
、
大
阪
市
民
の
決

断
を
全
否
定
し
た
。
ま
と
も
な
論

評
が
一
切
な
く
、
出
演
者
全
員
で

橋
下
を
よ
い
し
ょ
。
高
齢
の
一
票

の
価
値
を
下
げ
ろ(

子
供
は
未
來

を
生
き
る
の
に
投
票
出
来
な
い

と)

と
か
、
都
構
想
は
ロ
マ
ン(

誇

大
妄
想
の
詐
欺
を
ロ
マ
ン
と
い

う)

だ
と
か
、
松
井
は
な
ぜ
や
め

る
の
か
と
か(

無
謀
な
政
策
に
金

を
注
ぎ
込
ん
で
否
定
さ
れ
た
ら
、

す
ぐ
や
め
ろ
っ
て
話
だ
ろ)

ま
と

も
な
番
組
で
な
い
。

月
中
旬
、
世
論
調
査
で
「
反

10
対
が
逆
転
し
た
」
と
報
じ
た
毎

日
新
聞
を
疑
う
衝
撃
だ
っ
た
。

そ
の
後
の
毎
日
記
事
を
追
っ
た
。

住
民
投
票
で
答
え
が
出
た
。
２

日
の
テ
レ
朝
の
ゲ
ス
ト
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
は
最
高
だ
っ
た
。

菅
は
「
お
答
え
を
差
し
控
え

る
」
を
く
り
か
え
す
。
言
い
換

え
れ
ば
「
説
明
な
ん
て
絶
対
す

る
も
の
か
。
こ
の
ま
ま
曖
昧
に

し
て
お
け
ば
国
民
な
ん
て
み
ん

な
す
ぐ
に
忘
れ
る
さ
。
森
友
、

加
計
、
桜
を
見
る
会
み
た
い
に
」。

い
ま
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
こ

の
国
の
政
治
意
識
。
隠
蔽
や
私

物
化
に
対
す
る
国
民
の
態
度
。

最
後
に
未
来
を
決
め
る
の
は
国

民
だ
か
ら
。

剰
余
金
が
前
年
度
比
２
・
６
％

増
の
４
７
５
兆
１
６
１
億
円
に

な
り
、
８
年
連
続
で
過
去
最
高

を
更
新
し
た
。
消
費
税
増
税
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
る
景
気
の
先
行
き
不
透

明
感
を
背
景
に
、
企
業
が
投
資

を
抑
制
し
、
内
部
留
保
が
一
段

と
積
み
上
が
っ
た
。

年
度
の

19

全
産
業
の
経
常
利
益
は

・
９

14

％
減
の

兆
４
３
８
５
億
円
。

71

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
っ

た

年
度
以
来
の
下
げ
幅
と
な

08
っ
た
。
売
上
高
は
３
・
５
％
減

の
１
４
８
１
兆
８
９
８
６
億
円

に
な
り
、
設
備
投
資
は

・
10

４
％
減
の

兆
３
９
４
億
円

44

と
な
っ
た
。

大
企
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
利
益
を
上
げ
る
。
前
に
記

し
た
よ
う
に
交
通
業
に
お
け

る
利
用
者
減
の
影
響
が
経
営

者
を
震
わ
せ
、
利
益
が
上
が

ら
な
い
か
ら
と
こ
ぼ
す
。
し

か
し
、
大
企
業
の
経
営
戦
略

は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。「
企

業
価
値
を
下
げ
な
い
」
と
決

算
報
告
に
自
己
資
本
比
率
の

下
げ
幅
を
抑
え
て
い
る
こ
と

に
注
目
す
る
。

第
二
四
半
期
決
算
が
出
る
や
巨

大
企
業
の
赤
字
が
６
千
億
、
５
千

億
、
４
千
億
円
と
ゾ
ロ
ゾ
ロ
出
て

く
る
。
「
苦
し
い
、
大
変
！
」
と
泣

き
言
を
こ
ぼ
す
経
営
者
。
解
雇
さ

れ
路
頭
に
迷
う
労
働
者
の
悲
痛
の

声
は
少
な
い
。
冗
談
じ
ゃ
な
い
労

働
者
を
搾
取
し
た
内
部
留
保
を
増

や
し
て
お
い
て
！

年
度
の
内
部

19

留
保
４
７
５
兆
１
６
１
億
円(

前
年

度
比
プ
ラ
ス

兆
円
・

％)

が
発

12

26

表
さ
れ
た
。

財
務
省
が

日
発
表
し
た

年

30

19

度
の
法
人
企
業
統
計
は
、
企
業
が

蓄
え
た
内
部
留
保
に
当
た
る
利
益

大
阪
都
構
想
住
民
投
票
や
っ
た
ぞ
ー

大
阪
市
民
ま
と
も
な
選
択

素
晴
ら
し
い
！



・
３
大
行
動

国
会
正
門
前
に
３
０
０
０
人

11

東
京
都
本
部
労
働
運
動
委
員
会
第

回
総
会

12

議
案
め
ぐ
り
活
発
論
議
展
開

制
改
悪
を
許
さ
な
い
労
働
戦
線
の

構
築
に
力
を
入
れ
よ
う
と
決
意
し

た
。
記
念
公
演
は
宮
川
労
働
運
動

委
員
会
委
員
長
か
ら
「
解
雇
の
金

銭
解
決
」
に
つ
い
て
話
を
し
た
。

「
昨
日
、
菅
首
相
が
就
任
以
来

は
じ
め
て
所
信
表
明
し
た
が
、
全

く
遅
い
。
労
働
運
動
委
員
会
は
定

例
で
運
営
し
て
い
る
が
、
今
日
の

情
勢
下
で
新
社
会
党
の
労
働
運
動

の
役
割
は
広
が
っ
て
い
る
」
（
司

会
・
伊
藤
光
隆
さ
ん
）
。
「
最
高
裁

の
不
当
判
決
が
続
い
て
い
る
。
労

働
相
談
も
増
え
、
職
場
は
働
き
方

改
革
と
逆
行
し
て
い
る
。
労
働
法

制
の
改
悪
は
止
ま
ら
な
い
。
職
場

の
抵
抗
体
が
要
に
な
る
運
動
が
叶

わ
な
い
。
都
本
部
の
運
動
も
進
ん

で
い
る
が
も
う
１
馬
力
ア
ッ
プ
さ

せ
よ
う
」
（
滝
沢
寿
隆
労
働
委
員

会
委
員
長
）
。
「
私
の
と
こ
ろ
も
北

区
ユ
ニ
オ
ン
が
あ
り
。
休
業
補
償

が
７
％
し
か
出
さ
れ
な
い
。
団
交

を
し
て
闘
わ
な
い
と
取
れ
な
い
。

実
質
賃
金
が
下
が
っ
て
い
る
生
活

が
悪
く
な
っ
て
い
る
。
労
働
者
の

頑
張
り
が
必
要
だ
」
（
福
田
都
本

部
委
員
長
）。

月

日
（
月
）
～

月

11

16

11

日
（
月
）
を
準
備
期
間
と

30し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
解

雇
。
雇
い
止
め
の
勢
い
が
止

ま
り
ま
せ
ん
。
厚
労
省
発
表

で
も
７
万
人
を
超
え
、
月
１

万
人
の
ペ
ー
ス
で
増
え
続
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
休
業
補

償
も
支
払
わ
れ
な
い
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
労
働
者
の
不
安
が

新
社
会
党
東
京
都
本
部
労
働
運

動
委
員
会
第

回
総
会
が

月

12

10

29

日
東
京
千
代
田
区
で

人
の
参
加

23

で
開
か
れ
た
。
春
闘
を
労
働
者
の

団
結
で
取
り
戻
す
！
な
ど
労
働
法

月
３
日
の
午
後
、
国
会
正
門

11
前
で
、
『
平
和
と
い
の
ち
と
人
権

を
！

・
３
大
行
動

憲
法
が
生

11

き
る
コ
ロ
ナ
後
の
社
会
』(

ネ
ッ

ト
配
信)

が
開
か
れ
た
。
憲
法
公

布
の
日
に
ち
な
ん
で
「
憲
法
と
法

律
を
守
る
思
い
」
を
共
有
し
た
１

５
０
０
名
が
参
加
し
た

国
会
正
門
前
に
設
置
さ
れ
た
壇

上
に
は
、
立
憲
野
党
（
立
憲
・
共

産
・
社
民
・
沖
縄
の
風
）
と
コ
ロ

ナ
禍
各
分
野
で
奮
闘
す
る
市
民
と

学
者
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク
し
た
。

新
社
会
党
も
メ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ

近
く
で
、
ボ
ー
ド
と
横
断
幕
を

掲
げ

人
が
参
加
し
た
。

35

広
が
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト

が
氾
濫
す
る
今
日
、
労
働
者

の
党
、
地
域
に
密
着
し
た
労

働
運
動
を
担
う
政
党
と
し

て
、
全
党
員
が
奮
闘
す
る
と

き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
泣
い

て
い
る
者
が
な
い
よ
う
に
・

飢
え
て
い
る
者
が
い
な
い
よ

う
に
」
取
り
組
み
ま
す
。

新
社
会
党
が
取
り
組
む
全
国
一
斉
労
働
相
談

準
備
期
間
：

月

日
（
月
）
～

日
（
月
）

11

16

30

実
施
期
間
：

月

１
日
（
火
）
～

日
（
月
）

12

14

実
施
要
綱

◆
名
称
：
新
社
会
党
第

回
全
国
一
斉
労
働
相
談

11

◆
主
催
：
新
社
会
党
各
級
機
関

◆
目
的
：
労
働
者
・
社
会
的
弱
者
の
党
と
し
て
実
践
的
に
対
応
す
る
。


